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　家事を妻の代わりにやっていると、色々わかることがあります。
大概、配膳も洗濯も同時に進めますのでそれぞれの距離が近いに越し
たことはありません。
かつ作業状況がすぐにわかれば、さらに作業効率が上がりますね。

そんなに毎日不規則なスケジュールを組んでいるわけではありません
が、常に計画通りに全てが進んでいくわけではありません。ですの
で、ちょっと手がつかないときに作業を投げておけるスペースがある
と便利ですね。具体的に表現すると取り込んだ後の洗濯物です。それ
専用の部屋とまではいかなくても、それに代わる部屋があると大変助
かります。

アイロンがけはTV見ながら行うとはかどりますね。というより苦痛で
はないですね。
しまうのももちろん、それぞれの収納まで近ければ良いのでしょうけ
ど、これはその衣類が常にそこで着替えるわけではないのである程度
の距離が発生します。ほんの数メートルでしかないのですが、毎日と
なるとストレスになりそうです。
これは干す時間が短い方が良いのか、しまう時間が短い方が良いの
か、先に検討しておくのが良いですね。洗う→干す→たたむ→しまう
この行程ひとつとっても、その方が仕事もなさっている主婦の方、専
業主婦の方で間取りが変わりそうです。もちろんこれこれの作業は苦
痛じゃないからという理由で優先順位も変わってきますね。

生活に欠かせない行動ではあるのですが、常には目立たない方が良
い。

普段任せているが故に家事の奥深さを感じますね。

11月23日は国民の祝日「勤労感謝の日」！、、ですが、他にも様々な
記念日が制定されているようです。。

☆長期優良住宅
長岡市下条
11月6日(土),7日(日)
 13日(土),14日(日)
AM10:00～
　　　PM5:00オープン
弊社会長：笹崎が担当さ
せていただいたお住まい
です。スタッフ一同皆様
のご来場心よりお待ちし
ております！

　先月号の表紙No.が9月号と同じ『32』のままでした。正しくは
『No.33』となります。大変申し訳ありませんでした。したがって
今号は１つ飛ばして『No.34』となります。今後とも変わらぬご愛
読何卒宜しくお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集：金子健太

　11月23日は「勤労を尊び、生産を祝い、国民がたがいに感
謝しあう日」と1948年に法律で定められました。

　戦前11月23日は「新嘗祭」〔にいなめさい/しんじょうさい〕で農
作物の恵みを感じる日でした。日々の労働に対して「農作物」という

形のあるものが目に見えて返ってくることが少ない現代で、勤労の
目的を再認識する日という意味がこめられているようです。
　一方、勤労の意味は「肉体的な労働によって物品等を生産するとい
うことにのみ終始するものではなくて、精神的な方面においても一日
一日を真剣に考え、物事の本質へと深めてゆく研究態度にも勤労の大
きい意味は存在し、創造し、生産していくことの貴重な意義ある生活
が営まれていくことが出来る。物質的にも、精神的にも広い意味での
文化財を建設してゆくことは、生産ということの正しい理解の仕方で
ある」です。戦後発行された衆議院文化委員受田新吉著の「日本の新
しい祝日」には記載されていました。

正直、私は「労働している人に感謝する日」だと思っていました。。

調べてみると上記のように全く別で、「労働することに感謝する
日」、だったんですね！知らなかったの、私だけでしょうか！？

　さて、タイトルにもある通り、11月23日は有名な、いい夫妻の日
「いい(11)ふさい(23)」の他様々な記念日として制定されていま
す。認知されている日、いない日、皆様は11月23日を『何の日』とし
て過ごされますか・・！？

手袋の日
これから手袋が必要になる季節に向け
て、祝日の勤労感謝の日を記念日にし
ました。

Jリーグの日
日本プロサッカーリーグ(Jリーグ)が
1993(平成5)年に制定。1992(平成4)
年、Jリーグ初の公式戦・ナビスコカッ
プ決勝が東京の国立競技場で行われま
した。

ゲームの日
全日本アミューズメント施設営
業者協会連合会・日本アミュー
ズメントマシン工業協会・日本
SC遊園協会が制定。
仕事や勉強の尊さをはっきり自
覚しながら、ゆとりある遊びと
してのゲームを楽しみ、ゲーム
と生活との調和が感じられる日
であるとして、勤労感謝の日を
記念日としました。

間取り、構造、現場
での打ち合わせ等、
お施主様にご協力い
ただき、何度も打ち
合わせを重ねて竣工
となりました！
たくさんの思いが詰
まったお住まいで
す！

　家族みんなで過ごす時間を、たとえ短くても大切にしたい。家
族の温もりを感じたいがゆえに帰りたくなるような住まい。家の
前まで来たときに屋内から漏れてくる明かりをみて微笑がこぼれ
てしまうような、そんな家庭をかたちづくる住まい造りをこころ
がけました。
　長期優良住宅、フラット35Sなど、お住まい造りに欠かせない
情報も会場では準備してお待ちしております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：笹崎辰弥


